様式－１
「道路土工構造物点検及び防災点検の効率化技術」申請書
令和　　年　　月　　日
応募者名：
印
所在地：
電話：
（応募者が複数の場合は、以下同様に列記する。）
下記の技術を「道路土工構造物点検及び防災点検の効率化技術」として応募します。
記
ふりがな　　
１．技術名称　：
（副題）　：
２．窓口担当者（選定結果通知先等）
法人名：
所　属：
役職・氏名：
所在地：〒
電　話：　　　　　　　　　　ＦＡＸ：
E-Mail：
（応募者が複数の場合は、応募者毎に窓口担当者1名を以下同様に列記する。その場合、最初に記載した窓口担当者を代表窓口担当者（選定結果通知先）とする。また、応募者が複数の場合でも、選定結果の通知は、代表窓口担当者宛にまとめて送付する。）
３．共同開発者
共同開発者名：
部署：
役職・担当者：
所在地：〒
電　話：　　　　　　　　　　ＦＡＸ：
（共同開発者が複数の場合は、以下同様に列記する。）
様式－２
技　術　概　要　書
	ふりがな
技術名称（副題）
	

	技術の概要
（300字以内）
	

	技術の詳細
（箇条書きまたは参照資料番号・頁を記入）
（ポイント箇条書き）
	①応募技術の概要・特徴
②応募技術の原理
③応募技術の使用方法など
④応募技術を使用する場合の条件（注意事項）など
⑤点検の合理化・活用の効果
⑥概略費用（調査費用・機械経費・その他費用）
⑦検証方法・実施手順

⑧特許等取得情報


	【添付資料一覧】
添付資料－１
添付資料－２
添付資料－３
【留意事項】

	様式以外の添付資料の一覧を記入
添付資料－１は必ず添付すること。なお、ここでの「応募技術の原理を裏付ける試験結果」とは機械的な性能ではなく、対象とする事象（例えば、構造物の変状測定など）に対しての性能がわかる試験結果を指す。試験結果が提示できない場合は、今後想定している試験（実験）内容を記載すること。
添付資料－２は、応募技術のパンフレット等を作成している場合は添付すること。
添付資料－３は該当する場合、必ず添付すること。添付できない場合は、その理由を添付資料名の欄に記入すること。

特許等を取得している場合、公開特許公報のフロントページ（特許番号、発明の名称が記載されているページ）のみコピーすること
※１　特許等の公開・公告された写しの資料については、公開特許公報のフロントページ（特許番号、発明の名称が記載されているページ）のみとして下さい。
※２　特許の数が多く、１０枚に収まらない場合は、応募した技術の中で重要度の高いものについて添付して下さい。
①添付資料については、各10枚を上限に収まるように要約して作成して下さい。
②「添付資料１～２」の中で該当する添付資料が無い場合は、添付資料番号を繰り上げないで下さい。その他の添付資料については「添付資料-３」から添付資料番号をつけて下さい。


※この様式は、今回の審査の参考として用いるものであり、無断で他の目的に使用することはありません。
様式－３
点検段階・点検対象・計測項目等チェックシート
別表1　応募技術が対象とする点検と点検段階
	道路土工構造物
	通常点検
	点検の実施
	

	
	
	健全性の診断
	

	
	
	経過観察
	

	
	特定土工点検
	点検の実施
	

	
	
	健全性の診断
	

	
	
	経過観察
	

	自然斜面
	防災点検
	第1絞込み
	

	
	
	第2絞込み（机上調査）
	

	
	
	第2絞込み（現地確認）
	

	
	
	安定度調査
	

	
	
	防災カルテ（経過観察）
	


*応募技術が対象とする点検と点検段階に「○」を付けること（複数回答可能）。
別表2　応募技術の要求性能の選定基準
	要求性能の選定基準
	該当項目
（○を記載）
	

	a)近接目視による確認を低減もしくは高度化でき、道路土工構造物の変状の有無の程度等を把握できる範囲及び精度等が示されている
	
	

	b)道路土工構造物の診断の指標、方法、原理等が示されており、総合的な診断の判定に必要な情報を得ることができる
	
	

	c)地形判読の人的誤差や労力を低減して、自然斜面の現状、災害の兆候等がある点検対象区間の選定ができ、そのための項目、手法、判断基準等が示されている
	
	

	d)安定度評価の指標、方法、原理等が示されており、総合的な診断の判定に必要な情報を得ることができる
	
	

	e)道路土工構造物及び自然斜面の変状の進行度合等を把握できる手法、精度等が示されている
	
	

	f)現場作業及び記録管理のための合理的な対応策が、その根拠（例えば、計測回数の低減など）とともに示されている
	
	必須

	g)応募技術のトータルコスト及びコスト算出条件等が示されている
	
	必須


別表3　応募技術が対象とする構造物と計測項目（道路土工構造物）
	
	大分類
	中分類
	小分類
	細目
	具体的な計測項目（複数回答可）*

	道路土工構造物
	切土・斜面安定施設
	切土
	切土のり面
	
	

	
	
	
	のり面保護施設
	吹付け
	

	
	
	
	
	のり枠
	

	
	
	
	
	擁壁
	

	
	
	
	
	補強土
	

	
	
	
	
	グラウンドアンカー
	

	
	
	
	
	その他
	

	
	
	
	排水施設
	
	

	
	
	斜面安定施設
	予防施設
	吹付け
	

	
	
	
	
	のり枠
	

	
	
	
	
	ワイヤロープ掛け
	

	
	
	
	
	根固め
	

	
	
	
	
	ロックボルト
	

	
	
	
	
	その他
	

	
	
	
	防護施設
	落石防護網
	

	
	
	
	
	落石防護柵
	

	
	
	
	
	その他
	

	
	盛土
	
	盛土のり面
	
	

	
	
	
	のり面保護施設
	擁壁
	

	
	
	
	
	補強土
	

	
	
	
	
	その他
	

	
	
	
	排水施設
	
	

	
	カルバート
	
	
	
	


*応募技術が対象とする構造物の「具体的な計測項目」欄に、計測項目を記入すること（複数回答可能）。なお、「その他」の場合は具体的な構造物名を必ず記載すること。
別表4　応募技術が対象とする点検対象項目（防災点検）
	①落石・崩壊
	
	④土石流
	

	②岩盤崩壊
	
	⑤その他
	

	③地すべり
	
	
	


*応募技術が対象とする点検対象項目に「○」を付けること（複数回答可能）。なお、「⑤その他」には、道路防災点検要領の点検対象項目のどれに該当するかを明記すること。
別表4.1　応募技術で計測可能な項目（落石・崩壊）
	項目
	
	計測可能な項目*
	具体的な項目（複数回答可）*

	地形
	崩壊性要因を持つ地形
	
	

	土質・地質・構造
	崩壊性の土質
	
	

	
	崩壊性の岩質
	
	

	
	崩壊性の構造
	
	

	表層の状況
	表土及び浮石・転石の状況
	
	

	
	湧水状況
	
	

	
	表面の被覆状況
	
	

	形状
	勾配・高さ
	
	

	変状
	
	
	


*計測可能な項目に「○」を付けること。具体的な項目には「変状の例：亀裂、段差、はらみ出しなど」、具体的な項目（複数回答可能）を記載すること。
別表4.2　応募技術で計測可能な項目（岩盤崩壊）
	項目
	
	計測可能な項目*
	具体的な項目（複数回答可）*

	現象・前兆
	開口亀裂の規模
	
	

	
	連続する水平系亀裂の目の方向
	
	

	
	小崩落・落石
	
	

	亀裂等の状況
	硬い岩
	
	

	
	軟らかい岩
	
	

	岩質の組み合わせ
	
	
	

	流れ盤・受け盤
	
	
	

	地形
	のり面・斜面の傾斜
	
	

	
	崖壁の高さ
	
	

	
	斜面型
	
	

	
	遷急線
	
	

	地下水・降雨
	凍結融解・湧水
	
	

	
	湧水・氷柱
	
	


別表4.3　応募技術で計測可能な項目（地すべり）
	項目
	
	計測可能な項目*
	具体的な項目（複数回答可）*

	地すべり地形
	
	
	

	地質等
	地質構造等
	
	

	
	年代及び母岩の性質
	
	

	
	湧水
	
	

	地すべり履歴
	
	
	

	地すべり兆候
	斜面の亀裂、隆起や陥没
	
	

	
	斜面安定工の異常、変状
	
	

	
	路面の隆起、亀裂等
	
	

	
	小崩壊
	
	


別表4.4　応募技術で計測可能な項目（土石流）
	項目
	
	計測可能な項目*
	具体的な項目（複数回答可）*

	渓流の特性
	発生流域面積
	
	

	
	渓床勾配15°以上の流域面積
	
	

	
	最急渓床勾配
	
	

	斜面の特性
	斜面勾配30°以上の斜面の面積
	
	

	
	草地及び灌木の占める面積
	
	

	
	不安定な土砂を伴う土工事の有無
	
	

	
	新しい亀裂、滑落崖の有無
	
	

	
	比較的規模の大きい崩壊履歴
	
	


*応募技術が対象とする防災点検において、別表4の「その他」に該当する場合には、道路防災点検要領の点検対象項目を参考に、別表4.1～4.4のような「応募技術で計測可能な項目」表を作成し、該当する点検対象項目に「○」を付けること（複数回答可能）。
参考－１
使用実績内訳書
使用実績が多数ある場合は、最新の５件程度を記入して下さい。
技術名称：
応募者名：
	発注者
（国・地方自治体・民間等）
	工事（業務）名称
	施工箇所
（○○県○○市等）
	工事（業務）年
	工事（業務）内容
（例：施工数量○○m2等）
	備考

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


注1）使用実績がない場合は「使用実績なし」と記入し、提出して下さい。なお、業務での使用実績がある場合は、工事を業務と読み替えて記載して下さい
注2）この様式は、今回の審査の参考として用いるものであり、無断で他の目的に使用することはありません

※応募技術の外観や活用の様子が分かる写真や図を添付
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